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こ の た び ブ ラ ジ ル 現 代 文 学 コ レ ク シ ョ ン の 刊 行 を 開 始 し ま し た 。

第 一 弾 『 エ ル ド ラ ー ド の 孤 児 』 は 、 ブ ラ ジ ル の 現 代 文 学 を 代 表 す

る 作 家 ハ ト ゥ ン が 現 代 に よ み が え ら せ た エ ル ド ラ ー ド 神 話 伝 説 。

「 発 見 」 以 来 常 に 夢 と 野 望 の 的 と な っ て き た ア マ ゾ ン を 舞 台 に 、

文 明 と 神 話 的 世 界 が 交 錯 し た 愛 の 物 語 が 描 か れ ま す 。
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ミ ウ ト ン ・ ハ ト ゥ ン 著

Milt o n H at o u m

ブ ラ ジ ル 現 代 文 学 コ レ ク シ ョ ン の 三 冊 目 で す 。 一 人 の 初

心 な 若 い 娘 が 、 生 の 手 ほ ど き を 受 け な が ら 女 に な り 、 そ

し て 老 い て い く 姿 が 描 か れ て い ま す 。 タ ヴ ァ ー リ ス の

ユ ー モ ア と 独 特 な 文 致 を 通 し て 描 か れ る 人 生 の 歓 び と

悲 哀 、 そ し て 社 会 の 擬 装 性 は 、 何 度 読 ん で も 、 人 生 の そ

れ ぞ れ の 局 面 で 真 に 迫 る も の が あ り ま す 。

『 怪 奇 四 十 面 相 』

江 戸 川 乱 歩 著
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コ ー ス ィ ッ ト ・ テ ィ ッ プ テ ィ エ ン ポ ン

タ イ 文 学 界 に ミ ス テ リ ー 作 家 が 少 な い 故 に 、 タ イ 人 読 者 は 海 外 の

ミ ス テ リ ー 作 品 に 魅 了 さ れ る 。 2 0 1 6  年 に 江 戸 川 乱 歩 の 長 編 小 説

『 孤 島 の 鬼 』 が タ イ で 出 版 さ れ て 以 来 、 長 い 間 途 切 れ て い た 『 少

年 探 偵 』 シ リ ー ズ へ の 出 版 復 活 の 声 も 上 が っ た 。 そ こ で 私 は こ の

シ リ ー ズ の 『 怪 奇 四 十 面 相 』 を 翻 訳 し 、 乱 歩 独 自 の 世 界 は タ イ 人

読 者 か ら 喜 ん で 受 け 入 れ ら れ た 。
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